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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素、複数本の電荷充電ゲート線と複数本の電荷共有ゲート線と複数本のデータ
線とを含む液晶パネルであって、
　前記複数の画素はアレイ方式で配列され、前記複数の画素それぞれはＭａｉｎ領域、Ｓ
ｕｂ領域、共有コンデンサ、及び共有トランジスタを含み、前記Ｍａｉｎ領域に用いられ
るＭａｉｎ液晶コンデンサ及び前記Ｓｕｂ領域に用いられるＳｕｂ液晶コンデンサはそれ
ぞれ第１のトランジスタのソース及び第２のトランジスタのソースに電気的に連結され、
前記第１のトランジスタのゲート及び前記第２のトランジスタのゲートは行ごとにそれぞ
れ１本の電荷充電ゲート線に電気的に連結され、前記第１のトランジスタのドレイン及び
前記第２のトランジスタのドレインは列ごとにそれぞれ１本の前記データ線に電気的に連
結され、
　前記第２のトランジスタのソースは、前記共有トランジスタのドレインに電気的に連結
され、前記共有トランジスタのソースは前記共有コンデンサに電気的に連結され、前記共
有トランジスタのゲートは行ごとに前記電荷共有ゲート線に電気的に連結され、
　ｎ行目の画素の電荷共有ゲート線と、ｎ＋ｍ行目の画素の電荷充電ゲート線とは電気的
に連結され、
　前記液晶パネルが２Ｄ表示される時、行ごとに前記電荷充電ゲート線に、前記第１のト
ランジスタ及び前記第２のトランジスタをそれぞれオンにするゲートオン信号が順次、重
複することなく所定の時間ずつ印加され、前記液晶パネルが３Ｄ表示される時、行ごとに
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前記電荷充電ゲート線に前記ゲートオン信号の印加が前記所定の時間おきに開始され、前
記ｎ行目の前記電荷充電ゲート線への前記ゲートオン信号の印加は、前記ｎ＋ｍ行目の前
記電荷充電ゲート線への前記ゲートオン信号への印加が開始された後まで持続する
　ことを特徴とする液晶パネル。
【請求項２】
　前記液晶パネルが３Ｄ表示される時にゲートオン信号が持続する時間は、前記液晶パネ
ルが２Ｄ表示される時にゲートオン信号が持続する時間の少なくともｍ倍であることを特
徴とする請求項１に記載の液晶パネル。
【請求項３】
　複数の画素、複数本の電荷充電ゲート線と複数本の電荷共有ゲート線と複数本のデータ
線とを含む液晶パネルの駆動方法であって、
　前記複数の画素はアレイ方式で配列され、前記複数の画素それぞれはＭａｉｎ領域、Ｓ
ｕｂ領域、共有コンデンサ、及び共有トランジスタを含み、前記Ｍａｉｎ領域に用いられ
るＭａｉｎ液晶コンデンサ及び前記Ｓｕｂ領域に用いられるＳｕｂ液晶コンデンサはそれ
ぞれ第１のトランジスタのソース及び第２のトランジスタのソースに電気的に連結され、
前記第１のトランジスタのゲート及び前記第２のトランジスタのゲートは行ごとにそれぞ
れ１本の電荷充電ゲート線に電気的に連結され、前記第１のトランジスタのドレイン及び
前記第２のトランジスタのドレインは列ごとにそれぞれ１本の前記データ線に電気的に連
結され、
　前記第２のトランジスタのソースは、前記共有トランジスタのドレインに電気的に連結
され、前記共有トランジスタのソースは前記共有コンデンサに電気的に連結され、前記共
有トランジスタのゲートは行ごとに前記電荷共有ゲート線に電気的に連結され、
　ｎ行目の画素の電荷共有ゲート線と、ｎ＋ｍ行目の画素の電荷充電ゲート線とは電気的
に連結され、
　前記駆動方法は、
前記液晶パネルが２Ｄ表示される時、行ごとに前記電荷充電ゲート線に、前記第１のトラ
ンジスタ及び前記第２のトランジスタをそれぞれオンにするゲートオン信号が順次、重複
することなく所定の時間ずつ印加されることと、前記液晶パネルが３Ｄ表示される時、行
ごとに前記電荷充電ゲート線に前記ゲートオン信号の印加が前記所定の時間おきに開始さ
れ、前記ｎ行目の前記電荷充電ゲート線への前記ゲートオン信号の印加は、前記ｎ＋ｍ行
目の前記電荷充電ゲート線への前記ゲートオン信号への印加が開始された後まで持続する
ことと、
　を含むことを特徴とする駆動方法。
【請求項４】
　前記液晶パネルが３Ｄ表示される時にゲートオン信号が持続する時間は、前記液晶パネ
ルが２Ｄ表示される時にゲートオン信号が持続する時間の少なくともｍ倍であることを特
徴とする請求項３に記載の駆動方法。
【請求項５】
　複数の画素、複数本の電荷充電ゲート線と複数本の電荷共有ゲート線と複数本のデータ
線とを含む液晶パネルと、前記液晶パネルに対向するように設置され、前記液晶パネルに
映像を表示させるために、液晶パネルに表示光源を提供するバックライトモジュールと、
を備える液晶ディスプレイであって、
　前記複数の画素はアレイ方式で配列され、前記複数の画素それぞれはＭａｉｎ領域、Ｓ
ｕｂ領域、共有コンデンサ、及び共有トランジスタを含み、前記Ｍａｉｎ領域に用いられ
るＭａｉｎ液晶コンデンサ及び前記Ｓｕｂ領域に用いられるＳｕｂ液晶コンデンサはそれ
ぞれ第１のトランジスタのソース及び第２のトランジスタのソースに電気的に連結され、
前記第１のトランジスタのゲート及び前記第２のトランジスタのゲートは行ごとにそれぞ
れ１本の電荷充電ゲート線に電気的に連結され、前記第１のトランジスタのドレイン及び
前記第２のトランジスタのドレインは列ごとにそれぞれ１本の前記データ線に電気的に連
結され、
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　前記第２のトランジスタのソースは、前記共有トランジスタのドレインに電気的に連結
され、前記共有トランジスタのソースは前記共有コンデンサに電気的に連結され、前記共
有トランジスタのゲートは行ごとに前記電荷共有ゲート線に電気的に連結され、
　ｎ行目の画素の電荷共有ゲート線と、ｎ＋ｍ行目の画素の電荷充電ゲート線とは電気的
に連結され、
　前記液晶パネルが２Ｄ表示される時、行ごとに前記電荷充電ゲート線に、前記第１のト
ランジスタ及び前記第２のトランジスタをそれぞれオンにするゲートオン信号が順次、重
複することなく所定の時間ずつ印加され、前記液晶パネルが３Ｄ表示される時、行ごとに
前記電荷充電ゲート線に前記ゲートオン信号の印加が前記所定の時間おきに開始され、前
記ｎ行目の前記電荷充電ゲート線への前記ゲートオン信号の印加は、前記ｎ＋ｍ行目の前
記電荷充電ゲート線への前記ゲートオン信号への印加が開始された後まで持続する
　ことを特徴とする液晶ディスプレイ。
【請求項６】
　前記液晶パネルが３Ｄ表示される時にゲートオン信号が持続する時間は、前記液晶パネ
ルが２Ｄ表示される時にゲートオン信号が持続する時間の少なくともｍ倍であることを特
徴とする請求項５に記載の液晶ディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示分野に属し、さらに具体的には、液晶パネル及びその駆動方法、液晶
ディスプレイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示技術の継続的な発展と進歩に伴い、見る人に空間視覚を発生させる３Ｄ（Ｔｈｒｅ
ｅ　Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ）表示技術が既に開発され、左眼と右眼を利用して異なる画面を
それぞれ受信し、その後、大脳を介して画面情報に対して重ね合わせ再構成を行い、前後
、上下、左右、遠近などの立体方向効果を有する画面を構成する。
【０００３】
　現在の３Ｄ表示装置とは、一般的に２Ｄ／３Ｄ切替を実現できる表示装置を指し、３Ｄ
表示モードが起動されない場合、２Ｄ表示モードで表示し、３Ｄ表示モードが起動された
後、３Ｄ表示モードで表示する。
【０００４】
　大型の３Ｄ表示装置において、２Ｄ表示モードである場合、視野角を向上し色ずれを低
減させるために、表示パネルは一般的に低い色ずれ（Ｌｏｗ　ｃｏｌｏｒ　ｓｈｉｆｔ）
に設計し、一般的に画素（Ｐｉｘｅｌ）のドメイン（Ｄｏｍａｉｎ）を増加させる。一つ
の画素は通常４つのｄｏｍａｉｎに分けることができ、一つの画素がＭａｉｎ領域とＳｕ
ｂ領域に分けられた場合、一つの画素は８つのｄｏｍａｉｎを有することができ、よって
表示パネルの視野角を向上し、且つ表示パネルの色ずれを改善することができる。図１は
従来技術の低い色ずれの表示パネルにおける画素の等価回路図である。図１に示すように
、一つの画素をＭａｉｎ領域１１とＳｕｂ領域１２に分け、電荷充電ゲート線（Ｃｈａｒ
ｇｅ　Ｌｉｎｅ）ＣＬがターンオンされた場合、Ｍａｉｎ領域１１の薄膜トランジスタ（
Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ、ＴＦＴ）ＭＴ及びＳｕｂ領域１２の薄膜ト
ランジスタ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ、ＴＦＴ）ＳＴを介して電荷を
それぞれ画素のＭａｉｎ領域とＳｕｂ領域に伝送し、電荷充電ゲート線ＣＬがターンオフ
され、電荷共有ゲート線（Ｓｈａｒｅ　Ｌｉｎｅ）ＳＬがターンオンされた場合、電荷共
有ゲート線ＳＬに電気的に連結されたＳＬＴは画素のＳｕｂ領域１２における一部の電荷
をコンデンサＣｂに放電する。このように、画素のＭａｉｎ領域１１とＳｕｂ領域１２に
は電圧差が発生し、よって色ずれを低減させる目的を達成する。
【０００５】
　３Ｄ表示モードの状態において、図２ａに示すように、１フレーム（ｏｎｅ　ｆｒａｍ
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ｅ）反転駆動方式を採用する場合、画素に蓄えられた電圧の正負の極性の平均値は相殺で
きないため、表示パネルに映像残存、即ちＩＳ残像が発生する。図２ｂに示すように、Ｉ
Ｓ残像を解決する方法は、１フレーム反転駆動方式を２フレーム（ｔｗｏ　ｆｒａｍｅ）
反転駆動方式に変更することによって、画素に蓄えられた電圧の正負の極性の平均値を一
致させることである。しかし、ｔｗｏ　ｆｒａｍｅ反転駆動方式に変更した後、コンデン
サＣｂ（図１参照）が存在するため、画素に蓄えられた電圧の正負の極性が変化する時に
画素への充電不一致が発生し、よって画面が左右眼に入る時に輝度の不一致が発生する。
【０００６】
　さらに、表示パネルの画素の駆動設計において、行ごとの画素は独立した電荷充電ゲー
ト線ＣＬと電荷共有ゲート線ＳＬによって駆動される。そのため、表示パネルが表示され
る時、それぞれ電荷充電ゲート線ＣＬと電荷共有ゲート線ＳＬのオン又はオフを制御する
ことで表示パネルに低い色ずれを実現させる。表示パネルの低い色ずれをオフにする必要
がある場合、電荷共有ゲート線ＳＬをオフにすればよいが、このような電荷充電ゲート線
ＣＬと電荷共有ゲート線ＳＬのそれぞれ独立した設計において、電荷充電ゲート線ＣＬと
電荷共有ゲート線ＳＬに信号を提供するために、２倍の数のＣＯＦ（Ｃｈｉｐ　ｏｎ　Ｆ
ｉｌｍ、チップオンフィルム）を使用しなければならない。
【０００７】
　ＣＯＦの使用数を減らし、コストを低減するために、従来技術はさらに後で起動される
電荷充電ゲート線ＣＬによって前の電荷共有ゲート線ＳＬをターンオンするもう一つの色
ずれの低い表示パネルの駆動設計を提供する。図３に示すように、例えば、Ｎ＋２本目の
電荷充電ゲート線ＣＬをオンにすることでＮ本目の電荷共有ゲート線ＳＬをターンオンす
ることができる。しかし、このような駆動設計は個別に電荷共有ゲート線ＳＬのゲートオ
ン又はゲートオフを制御することができず、そのため電荷共有ゲート線ＳＬをターンオフ
にすることで表示パネルの低い色ずれをオフにすることができず、３Ｄ表示される際にＩ
Ｓ残像及び左右眼の輝度差が発生する可能性がある。
【発明の概要】
【０００８】
　上記従来技術に存在する問題を解決するために、本発明は、複数の画素、複数本の電荷
充電ゲート線と複数本の電荷共有ゲート線と複数本のデータ線とを含む液晶パネルを提供
することを目的とし、前記複数の画素はアレイ方式で配列され、前記複数の画素それぞれ
はＭａｉｎ領域、Ｓｕｂ領域、共有コンデンサ、及び共有トランジスタを含み、前記Ｍａ
ｉｎ領域に用いられるＭａｉｎ液晶コンデンサ及び前記Ｓｕｂ領域に用いられるＳｕｂ液
晶コンデンサはそれぞれ第１のトランジスタのソース及び第２のトランジスタのソースに
電気的に連結され、前記第１のトランジスタのゲート及び前記第２のトランジスタのゲー
トは行ごとにそれぞれ１本の電荷充電ゲート線に電気的に連結され、前記第１のトランジ
スタのドレイン及び前記第２のトランジスタのドレインは列ごとにそれぞれ１本の前記デ
ータ線に電気的に連結され、前記第２のトランジスタのソースは、前記共有トランジスタ
のドレインに電気的に連結され、前記共有トランジスタのソースは前記共有コンデンサに
電気的に連結され、前記共有トランジスタのゲートは行ごとに前記電荷共有ゲート線に電
気的に連結され、ｎ行目の画素の電荷共有ゲート線と、ｎ＋ｍ行目の画素の電荷充電ゲー
ト線とは電気的に連結され、前記液晶パネルが２Ｄ表示される時、行ごとに前記電荷充電
ゲート線に、前記第１のトランジスタ及び前記第２のトランジスタをそれぞれオンにする
ゲートオン信号が順次、重複することなく所定の時間ずつ印加され、前記液晶パネルが３
Ｄ表示される時、行ごとに前記電荷充電ゲート線に前記ゲートオン信号の印加が前記所定
の時間おきに開始され、前記ｎ行目の前記電荷充電ゲート線への前記ゲートオン信号の印
加は、前記ｎ＋ｍ行目の前記電荷充電ゲート線への前記ゲートオン信号への印加が開始さ
れた後まで持続する。
【０００９】
　さらに、前記液晶パネルが３Ｄ表示される時にゲートオン信号が持続する時間は、前記
液晶パネルが２Ｄ表示される時にゲートオン信号が持続する時間の少なくともｍ倍である
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。
【００１２】
　本発明のもう一つの目的は、さらに、複数の画素、複数本の電荷充電ゲート線と複数本
の電荷共有ゲート線と複数本のデータ線とを含む液晶パネルを駆動する方法であって、前
記複数の画素はアレイ方式で配列され、前記複数の画素それぞれはＭａｉｎ領域、Ｓｕｂ
領域、共有コンデンサ、及び共有トランジスタを含み、前記Ｍａｉｎ領域に用いられるＭ
ａｉｎ液晶コンデンサ及び前記Ｓｕｂ領域に用いられるＳｕｂ液晶コンデンサはそれぞれ
第１のトランジスタのソース及び第２のトランジスタのソースに電気的に連結され、前記
第１のトランジスタのゲート及び前記第２のトランジスタのゲートは行ごとにそれぞれ１
本の電荷充電ゲート線に電気的に連結され、前記第１のトランジスタのドレイン及び前記
第２のトランジスタのドレインは列ごとにそれぞれ１本の前記データ線に電気的に連結さ
れ、前記第２のトランジスタのソースは、前記共有トランジスタのドレインに電気的に連
結され、前記共有トランジスタのソースは前記共有コンデンサに電気的に連結され、前記
共有トランジスタのゲートは行ごとに前記電荷共有ゲート線に電気的に連結され、ｎ行目
の画素の電荷共有ゲート線と、ｎ＋ｍ行目の画素の電荷充電ゲート線とは電気的に連結さ
れ、前記駆動方法は、前記液晶パネルが２Ｄ表示される時、行ごとに前記電荷充電ゲート
線に、前記第１のトランジスタ及び前記第２のトランジスタをそれぞれオンにするゲート
オン信号が順次、重複することなく所定の時間ずつ印加されることと、前記液晶パネルが
３Ｄ表示される時、行ごとに前記電荷充電ゲート線に前記ゲートオン信号の印加が前記所
定の時間おきに開始され、前記ｎ行目の前記電荷充電ゲート線への前記ゲートオン信号の
印加は、前記ｎ＋ｍ行目の前記電荷充電ゲート線への前記ゲートオン信号への印加が開始
された後まで持続することとを含む。
【００１３】
　さらに、前記液晶パネルが３Ｄ表示される時にゲートオン信号が持続する時間は、前記
液晶パネルが２Ｄ表示される時にゲートオン信号が持続する時間の少なくともｍ倍である
ことを含む。
【００１６】
　本発明のもう一つの目的は、複数の画素、複数本の電荷充電ゲート線と複数本の電荷共
有ゲート線と複数本のデータ線とを含む液晶パネルと、前記液晶パネルに対向するように
設置され、前記液晶パネルに映像を表示させるために、液晶パネルに表示光源を提供する
バックライトモジュールと、を備える液晶ディスプレイをさらに提供することであり、前
記複数の画素はアレイ方式で配列され、前記複数の画素それぞれはＭａｉｎ領域、Ｓｕｂ
領域、共有コンデンサ、及び共有トランジスタを含み、前記Ｍａｉｎ領域に用いられるＭ
ａｉｎ液晶コンデンサ及び前記Ｓｕｂ領域に用いられるＳｕｂ液晶コンデンサはそれぞれ
第１のトランジスタのソース及び第２のトランジスタのソースに電気的に連結され、前記
第１のトランジスタのゲート及び前記第２のトランジスタのゲートは行ごとにそれぞれ１
本の電荷充電ゲート線に電気的に連結され、前記第１のトランジスタのドレイン及び前記
第２のトランジスタのドレインは列ごとにそれぞれ１本の前記データ線に電気的に連結さ
れ、前記第２のトランジスタのソースは、前記共有トランジスタのドレインに電気的に連
結され、前記共有トランジスタのソースは前記共有コンデンサに電気的に連結され、前記
共有トランジスタのゲートは行ごとに前記電荷共有ゲート線に電気的に連結され、ｎ行目
の画素の電荷共有ゲート線と、ｎ＋ｍ行目の画素の電荷充電ゲート線とは電気的に連結さ
れ、前記液晶パネルが２Ｄ表示される時、行ごとに前記電荷充電ゲート線に、前記第１の
トランジスタ及び前記第２のトランジスタをそれぞれオンにするゲートオン信号が順次、
重複することなく所定の時間ずつ印加され、前記液晶パネルが３Ｄ表示される時、行ごと
に前記電荷充電ゲート線に前記ゲートオン信号の印加が前記所定の時間おきに開始され、
前記ｎ行目の前記電荷充電ゲート線への前記ゲートオン信号の印加は、前記ｎ＋ｍ行目の
前記電荷充電ゲート線への前記ゲートオン信号への印加が開始された後まで持続する。
【００１７】
　さらに、前記液晶パネルが３Ｄ表示される時にゲートオン信号が持続する時間は、前記
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液晶パネルが２Ｄ表示される時にゲートオン信号が持続する時間の少なくともｍ倍である
。
【００２０】
　本発明の液晶パネル及びその駆動方法、液晶ディスプレイは、３Ｄ表示される際にＩＳ
残像及び左右眼の輝度差を発生させない。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】従来技術の低い色ずれの表示パネルにおける画素の等価回路図である。
【図２】図２aと図２ｂは、それぞれ従来技術の低い色ずれの表示パネルにおいて３Ｄ表
示を行うことを示す図である。
【図３】従来技術の低い色ずれの表示パネルを駆動することを示す図である。
【図４】本発明の実施例による液晶パネルの構造を示す図である。
【図５】図４に示された液晶パネルを駆動して２Ｄ表示を行うことを示す図である。
【図６】図４に示された液晶パネルを駆動して３Ｄ表示を行うことを示す図である。
【図７】図４に示されたもう一つの液晶パネルを駆動して３Ｄ表示を行うことを示す図で
ある。
【図８】図４に示された液晶パネルを備える液晶ディスプレイの構造を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明を解釈するために、本発明の実施例について詳細に説明し、その実例は図
面に示され、同一符号は常に同一部材を示す。以下の説明において、公知の構造及び／又
は機能に対する不必要な詳述による本発明の構想との混同を回避するために、公知の構造
及び／又は機能に対する不必要な詳述を省略することができる。
【００２３】
　図４は本発明の実施例による液晶パネルの構造を示す図である。
【００２４】
　図４に示すように、本発明の実施例による液晶パネル１は液晶ディスプレイに用いられ
、液晶ディスプレイにおいてバックライトモジュールと対向するように設置され、液晶パ
ネル１に映像を表示させるために、バックライトモジュールは液晶パネル１に表示光源を
提供する。液晶パネル１は、表示領域１００、タイミングコントローラ２００、ゲートド
ライバ３００、データドライバ４００を含む。
【００２５】
　表示領域１００は、表示領域１００にアレイ方式で配列された複数の画素Ｐを含む。本
実施例の液晶パネル１の色ずれを低減させるために、それぞれの画素ＰはＭａｉｎ領域１
１０とＳｕｂ領域１２０に分けられる。それぞれの画素Ｐは三つの薄膜トランジスタ（Ｔ
ｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ、ＴＦＴ）、共有コンデンサ１３２、Ｍａｉｎ
領域１１０に用いられる液晶コンデンサ１１２及び蓄積コンデンサ１１３並びにＳｕｂ領
域１２０に用いられる液晶コンデンサ１２２及び蓄積コンデンサ１２３を含み、三つのＴ
ＦＴはそれぞれ共有ＴＦＴ１３１、Ｍａｉｎ領域１１０に用いられるＴＦＴ１１１及びＳ
ｕｂ領域１２０に用いられるＴＦＴ１２１である。ＴＦＴ１１１のゲートとＴＦＴ１２１
のゲートはいずれも電荷充電ゲート線１４０に電気的に連結され、ＴＦＴ１１１のドレイ
ンとＴＦＴ１２１のドレインはいずれもデータ線１６０に電気的に連結され、ＴＦＴ１１
１のソースは液晶コンデンサ１１２と蓄積コンデンサ１１３に電気的に連結され、ＴＦＴ
１２１のソースは液晶コンデンサ１２２と蓄積コンデンサ１２３に電気的に連結され、Ｔ
ＦＴ１３１のゲートは電荷共有ゲート線１５０に電気的に連結され、ＴＦＴ１３１のドレ
インはＴＦＴ１２１のソースに電気的に連結され、ＴＦＴ１３１のソースは共有コンデン
サ１３２に電気的に連結される。
【００２６】
　タイミングコントローラ２００は、表示パネル１のシステムボード（図示せず）から受
信したデジタル映像データを改めて配置し、改めて配置されたデジタル映像データをデー
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タドライバ４００に提供する。タイミングコントローラ２００は、システムボードから例
えば垂直同期信号、水平同期信号、データイネーブル信号及びクロックを受信し、データ
ドライバ４００と走査ドライバ３００の操作タイミングを制御するためのタイミング制御
信号を生成する。
【００２７】
　データドライバ４００は、タイミングコントローラ２００に制御されデジタル映像デー
タＲＧＢをラッチし、且つラッチされたデジタル映像データＲＧＢを変換し、よって、正
のデータ電圧と負のデータ電圧を生成し、その後、データドライバ４００は各データ線１
６０に正のデータ電圧と負のデータ電圧を提供する。走査ドライバ３００は、タイミング
コントローラ２００に制御され、順番に各電荷充電ゲート線１４０に約１水平サイクル（
約１フレーム時間）の幅を有するゲートオン信号を提供する。例えば、ある1本の電荷充
電ゲート線１４０に十分に大きな正の電圧が印加された場合、この電荷充電ゲート線１４
０に接続されたすべてのＴＦＴのゲートはいずれもターンオンされ、この時、該電荷充電
ゲート線１４０におけるすべてのＴＦＴのドレインはすべてのデータ線１６０に接続され
、さらに、各データ線１６０におけるデータ電圧（正のデータ電圧又は負のデータ電圧）
を介して該電荷充電ゲート線１４０に対応するすべての画素Ｐに対して適切な電圧に達す
るまで充電する。次に、該電荷充電ゲート線１４０に十分に大きな負電圧を印加し、該電
荷充電ゲート線１４０に連結されたすべてのＴＦＴのゲートをオフにし、次に改めてター
ンオンするまで、電荷を液晶コンデンサ１１２と液晶コンデンサ１２２に保存させ、この
時、次の電荷充電ゲート線１４０をターンオンし、次の電荷充電ゲート線１４０における
各画素Ｐを充電する。このように、順番に画面全体の映像データを書き込み、改めて１本
目の電荷充電ゲート線１４０から始める（該重複の周波数は１フレーム時間の逆数である
）。
【００２８】
　以下、本発明の実施例の液晶パネルの駆動について詳細に説明する。図５は図４に示さ
れた液晶パネルを駆動して２Ｄ表示を行うことを示す図である。図６は図４に示された液
晶パネルを駆動して３Ｄ表示を行うことを示す図である。ここで説明しなければならない
ことは、本発明の実施例における液晶パネル１の２Ｄ表示と３Ｄ表示を行う時に使用され
る駆動信号は異なり、具体的には下記のとおりである。
【００２９】
　図４、図５及び図６に示すように、本発明の実施例の液晶パネル１は、複数の画素Ｐ、
複数本の電荷充電ゲート線１４０及び複数本の電荷共有ゲート線１５０を含む。複数の画
素Ｐはアレイ方式で配列され、行ごとの画素Ｐは1本の電荷充電ゲート線１４０と1本の電
荷共有ゲート線１５０に電気的に連結され、ｎ行目の画素Ｐに電気的に連結された電荷共
有ゲート線１５０とｎ＋ｍ行目の画素Ｐに電気的に連結された電荷充電ゲート線１４０は
電気的に連結され、ｍとｎはいずれも正の整数である。
【００３０】
　上記のように、液晶パネル１の駆動過程において、液晶パネル１において２Ｄ表示を行
う場合、ｎ行目の画素Ｐに電気的に連結された電荷充電ゲート線１４０に第１駆動信号１
７０が印加され、Ｍａｉｎ領域１１０とＳｕｂ領域１２０はいずれも完全に充電され、且
つＶｍ＝Ｖｓｕｂであり、ＶｍはＭａｉｎ領域１１０への充電電圧であり、ＶｓｕｂはＳ
ｕｂ領域１２０への充電電圧であり、ｎ＋ｍ行目の画素Ｐに電気的に連結された電荷充電
ゲート線１４０に第１駆動信号１７０が印加された場合、ｎ行目の画素Ｐに電気的に連結
された電荷共有ゲート線１５０とｎ＋ｍ行目の画素Ｐに電気的に連結された電荷充電ゲー
ト線１４０は電気的に連結されるため、ｎ行目の画素Ｐに電気的に連結された電荷共有ゲ
ート線１５０に第１駆動信号１７０が印加され、このように、Ｓｕｂ領域１２０から共有
コンデンサ１３２へ放電させ、さらにＶｍ＞Ｖｓｕｂにし、液晶パネル１において２Ｄ表
示する際に低い色ずれ表示を実現する。第１駆動信号１７０のゲートオン（ＯＮ）信号（
又はハイレベルと称する）が持続する時間はＴである。
【００３１】
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　液晶パネル１が３Ｄ表示される時、ｎ行目の画素Ｐに電気的に連結された電荷充電ゲー
ト線１４０に第２駆動信号１８０が印加され、該第２駆動信号１８０のゲートオン（ＯＮ
）信号（又はハイレベルと称する）が持続する時間内に、ｎ＋１行目の画素Ｐからｎ＋ｍ
行目の画素Ｐまでにそれぞれ電気的に連結された電荷充電ゲート線１４０にはいずれも第
２駆動信号１８０のゲートオン（ＯＮ）信号（又はハイレベルと称する）が印加され、こ
の時、ｎ行目の画素Ｐに電気的に連結された電荷共有ゲート線１５０とｎ＋ｍ行目の画素
Ｐに電気的に連結された電荷充電ゲート線１４０は電気的に連結されるため、ｎ行目の画
素Ｐに電気的に連結された電荷共有ゲート線１５０にも第２駆動信号１８０のゲートオン
（ＯＮ）信号（又はハイレベルと称する）が印加され、このように、Ｓｕｂ領域１２０の
共有コンデンサ１３２がターンオンされ、Ｍａｉｎ領域１１０、Ｓｕｂ領域１２０及び共
有コンデンサ１３２はいずれも完全に充電され、且つＶｍ＝Ｖｓｕｂ＝Ｖ１３２であり、
ＶｍはＭａｉｎ領域１１０への充電電圧であり、ＶｓｕｂはＳｕｂ領域１２０への充電電
圧であり、Ｖ１３２は共有コンデンサ１３２への充電電圧であり、ｎ＋ｍ行目の画素Ｐに
電気的に連結された電荷充電ゲート線１４０に第２駆動信号１８０のゲートオン（ＯＮ）
信号（又はハイレベルと称する）が印加された場合、ｎ行目の画素Ｐに電気的に連結され
た電荷共有ゲート線１５０にも第２駆動信号１８０のゲートオン（ＯＮ）信号（又はハイ
レベルと称する）が印加され、その前に共有コンデンサ１３２は完全に充電されるため、
Ｓｕｂ領域１２０は共有コンデンサ１３２へ放電することができず、Ｖｍ＝Ｖｓｕｂにし
、さらに、液晶パネル１に３Ｄ表示される時に低い色ずれを無効にし、ＩＳ残像及び左右
眼の輝度差が発生しない。
【００３２】
　上記目的を実現するために、第２駆動信号１８０のゲートオン（ＯＮ）信号（又はハイ
レベルと称する）が持続する時間は、少なくとも第１駆動信号１７０のゲートオン（ＯＮ
）信号（又はハイレベルと称する）が持続する時間のｍ倍であり、即ち、第２駆動信号１
８０のゲートオン（ＯＮ）信号（又はハイレベルと称する）が持続する時間は少なくとも
ｍＴである。
【００３３】
　本発明のもう一つの実施例によれば、図７に示すように、液晶パネル１が３Ｄ表示され
る時、第２駆動信号１８０は間隔型の駆動信号１９０へ変換可能であり、該間隔型の駆動
信号１９０は、第１駆動信号１７０のゲートオン（ＯＮ）信号（又はハイレベルと称する
）が持続する時間Ｔをパルス幅（即ち、持続する時間）とするゲートオン（ＯＮ）信号又
は、
　該間隔型の駆動信号１９０が持続する時間は少なくとも第１駆動信号１７０のゲートオ
ン（ＯＮ）信号（又はハイレベルと称する）が持続する時間のｍ倍であり、即ち、間隔型
の駆動信号１９０が持続する時間は少なくともｍＴである。間隔型の駆動信号１９０は持
続的にゲートオンする第２駆動信号１８０に比べ、その持続時間をよりコントロールしや
すく、点滅も発生しない。
【００３４】
　図４、図５及び図７に示すように、液晶パネル１の駆動過程において、液晶パネル１に
２Ｄ表示される場合、ｎ行目の画素Ｐに電気的に連結された電荷充電ゲート線１４０に第
１駆動信号１７０が印加され、Ｍａｉｎ領域１１０とＳｕｂ領域１２０はいずれも完全に
充電され、Ｖｍ＝Ｖｓｕｂであり、ＶｍはＭａｉｎ領域１１０への充電電圧であり、Ｖｓ
ｕｂはＳｕｂ領域１２０への充電電圧であり、ｎ＋ｍ行目の画素Ｐに電気的に連結された
電荷充電ゲート線１４０に第１駆動信号１７０が印加された場合、ｎ行目の画素Ｐに電気
的に連結された電荷共有ゲート線１５０とｎ＋ｍ行目の画素Ｐに電気的に連結された電荷
充電ゲート線１４０は電気的に連結されるため、ｎ行目の画素Ｐに電気的に連結された電
荷共有ゲート線１５０に第１駆動信号１７０が印加され、このように、Ｓｕｂ領域１２０
から共有コンデンサ１３２へ放電させ、さらにＶｍ＞Ｖｓｕｂにし、液晶パネル１は２Ｄ
表示される時に低い色ずれ表示を実現する。第１駆動信号１７０のゲートオン（ＯＮ）信
号（又はハイレベルと称する）が持続する時間はＴである。
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【００３５】
　液晶パネル１が３Ｄ表示される時、ｎ行目の画素Ｐに電気的に連結された電荷充電ゲー
ト線１４０に間隔型の駆動信号１９０のゲートオン（ＯＮ）信号が印加され、ｎ行目の画
素Ｐに電気的に連結された電荷充電ゲート線１４０に印加された間隔型の駆動信号１９０
の持続時間内に、ｎ＋２行目の画素Ｐ、ｎ＋４行目の画素Ｐ、……、ｎ＋ｍ行目の画素Ｐ
にそれぞれ電気的に連結された電荷充電ゲート線１４０にはいずれも間隔型の駆動信号１
９０のゲートオン（ＯＮ）信号が印加され、この時、ｎ行目の画素Ｐに電気的に連結され
た電荷共有ゲート線１５０とｎ＋ｍ行目の画素Ｐに電気的に連結された電荷充電ゲート線
１４０は電気的に連結されるため、ｎ行目の画素Ｐに電気的に連結された電荷共有ゲート
線１５０にも間隔型の駆動信号１９０のゲートオン（ＯＮ）信号が印加され、Ｓｕｂ領域
１２０の共有コンデンサ１３２をターンオンさせ、Ｍａｉｎ領域１１０、Ｓｕｂ領域１２
０及び共有コンデンサ１３２はいずれも完全に充電され、Ｖｍ＝Ｖｓｕｂ＝Ｖ１３２であ
り、ＶｍはＭａｉｎ領域１１０への充電電圧であり、ＶｓｕｂはＳｕｂ領域１２０への充
電電圧であり、Ｖ１３２は共有コンデンサ１３２への充電電圧であり、ｎ＋ｍ行目の画素
Ｐに電気的に連結された電荷充電ゲート線１４０に間隔型の駆動信号１９０のゲートオン
（ＯＮ）信号が印加される場合、ｎ行目の画素Ｐに電気的に連結された電荷共有ゲート線
１５０にも間隔型の駆動信号１９０のゲートオン（ＯＮ）信号が印加され、共有コンデン
サ１３２が完全に充電されたため、Ｓｕｂ領域１２０は共有コンデンサ１３２へ放電する
ことができず、Ｖｍ＝Ｖｓｕｂにし、さらに、液晶パネル１が３Ｄ表示される時の低い色
ずれを無効にし、ＩＳ残像及び左右眼の輝度差が発生しない。
【００３６】
　本発明の実施例による液晶パネル１は、一般的に液晶ディスプレイに用いられ、具体的
には、図８に示すように、液晶ディスプレイを組み合わせて形成するために、本発明の実
施例による液晶パネル１は、バックライトモジュール２に対向するように固定配置され、
液晶パネル１に映像を表示させるために、バックライトモジュールは液晶パネル１に表示
光源を提供する。
【００３７】
　既にその例示的な実施例を参照しながら本発明を具体的に示し説明したが、当業者であ
れば、請求項により限定された本発明の精神及び範囲を逸脱しない限り、形式及び詳細に
おける様々な変更を行うことができることを理解すべきである。
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